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調査概要
目的

格納容器からの漏水箇所の調査・止水対策および原子炉建屋からタービン建屋への漏水
箇所の調査・止水対策を計画しており、トーラス室内の現状把握を実施することが重要と
なる。そこで、高線量が予想されるトーラス室内をロボットにより可能な範囲で調査し、
今後の計画立案に資することを目的とする。

実施内容
２号機原子炉建屋地下階トーラス室内において以下を実施。
目視確認（画像・動画取得）
線量率測定
トーラス室内の音響の確認

使用機器
遠隔操作ロボット サーベイランナー １台

現場体制
当社社員 ６名

作業時間
４月１８日（水）
１０:３８ サーベイランナーＲ／Ｂ入域
１３:５９ サーベイランナーＲ／Ｂ退域

被ばく線量

0.2８

－

最大被ばく線量[mSv]

ロボット操作・準備等42.5

緊急時Ｒ／Ｂ入域（ロボット回収）2６

役割人数計画線量[mSv]
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調査結果（線量率）

トーラス室の線量率（mSv/h）
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調査結果（画像）１／３

南東Ｓ／Ｃマンホール

ＰＣＶ方向

南東Ｓ／Ｃマンホール上方
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調査結果（画像）２／３

北東通路上方

北東通路北Ｓ／Ｃマンホール
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調査結果（画像）３／３

南通路上方

トーラス室内下方
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（参考）ロボットアクセスルート

R/B１階 R/B地下階

S/Cマンホール


